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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年 3月期第1四半期の連結業績（平成22年 4月 1日～平成22年 6月 30日） 

(1)連結経営成績（累計）                              （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 3月期第1四半期 

22年 3月期第1四半期 

18,580 

20,308 

△8.5

― 

374

965

△61.2

― 

452

1,155

△60.8 

― 

227

596

△61.9

― 

 

 1株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり 

四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年 3月期第1四半期 

22年 3月期第1四半期 

2.33

6.12

― 

― 

 

(2)連結財政状況 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年 3月期第1四半期 

22年 3月期 

145,922

150,962

80,237

80,825

55.0 

53.5 

822.93

829.00

 （参考） 自己資本    23 年 3月期第1四半期 80,185 百万円     22 年 3月期 80,777百万円 

 

２．配当の状況 

年間配当金  

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 期末 年間 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年 3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00

23 年 3月期 ―  

23年 3月期 

（予想） 

 
7.50 ― 7.50 15.00

 （注） 当四半期における配当予想の修正の有無 ： 無 

 

３．平成23年 3月期の連結業績予想（平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第 2四半期（連結） 

通期 

54,000

156,000

△12.7 

0.5 

2,600

11,800

△36.4

△8.5

2,700

12,000

△40.2

△10.6

1,500 

6,900 

△43.6 

△12.0 

15.39

70.81

 （注） 当四半期における業績予想の修正の有無 ： 無 

 



 

４．その他（詳細は、【添付資料】３ページ「その他」をご覧ください。） 

(1)当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無 

  新規  － 社 （社名）              除外  － 社 （社名） 

  （注） 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無 

  （注） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

(3)会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 

  ② ①以外の変更        ： 無 

  （注） 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計 

      処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

(4)発行済株式数（普通株式） 

23年 3月期１Ｑ 97,656,888 株 22年 3月期 97,656,888 株

23年 3月期１Ｑ 218,923 株 22年 3月期 218,054 株

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

② 期末自己株式数 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年 3月期１Ｑ 97,437,965 株 22年 3月期１Ｑ 97,462,114 株

 

 

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する説明 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点におい 

て、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績 

 は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 



【添付資料】 
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１．連結経営成績に関する定性的情報 
 

当第 1 四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア経済の好調を受けた輸出の拡大や景気対策によ

る消費の持ち直し、さらに企業収益にも改善の兆しが見え始めたものの、企業は新規設備投資に慎重な姿勢

を崩さず、また厳しい雇用情勢などにより、景気の先行きは依然として不透明な状況にありました。 

このような状況のもと当社グループの業績は、受注高は 303 億 9 千 7 百万円（前年同期比 8.7%減）、売上

高は 185 億 8 千万円（前年同期比 8.5%減）となりました。また、利益面につきましては当初計画どおり、営

業利益は 3 億 7 千 4 百万円（前年同期比 61.2%減）、経常利益は 4 億 5 千 2 百万円（前年同期比 60.8%減）、

四半期純利益は 2 億 2 千 7 百万円（前年同期比 61.9%減）となりました。 

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間から事業の報告セグメントを変更しております。変更の内容につきまし

ては、８ページ「５．四半期連結財務諸表 (5)セグメント情報」に記載のとおりであります。 

 

＜発電システム部門＞ 

受注高は、当第１四半期連結会計期間に計画していた海外の火力発電設備等の案件が第２四半期連結

会計期間以降へ期ずれしたことなどによる影響を受け減少しました。売上高は、当第１四半期連結会計

期間に計画していた発電所の定期点検及び改造工事等の案件が第２四半期連結会計期間以降へ期ずれし

たことなどによる影響を受け減少しました。この結果、受注高は 139 億 6 千 5 百万円、売上高は 103 億

3 千 3 百万円、経常利益は 4 億 8 千万円となりました。 

 

＜社会・産業システム部門＞ 

受注高は、一般産業分野の案件を中心に増加しました。売上高は、国内の変電設備や海外案件が増加

しました。その結果、受注高は 164 億 3 千 1 百万円、売上高は 82 億 4 千 7 百万円、経常損失は 2 千 7
百万円となりました。 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
 

当第1四半期末における資産は、前連結会計年度末から50億3千9百万円減少し1,459億2千2百万円となりま

した。これは主に、現金預金及び東芝キャピタル株式会社へのグループ預け金の合計額の増加31億8千1百万

円、未成工事支出金86億5千2百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金等の減少175億4千8百万

円によるものであります。 

一方、当第1四半期末における負債は、前連結会計年度末から44億5千1百万円減少し656億8千5百万円とな

りました。これは主に、未成工事受入金が12億8千3百万円増加したものの、支払手形・工事未払金等の減少

34億6千7百万円、未払法人税等の減少43億2千3百万円によるものであります。 

また、当第1四半期末における純資産は、前連結会計年度末から5億8千8百万円減少し802億3千7百万円と

なりました。 

 
 
３．連結業績予想に関する定性的情報 
 

平成 22 年 4 月 28 日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 
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４．その他 
 

(1)期中における重要な子会社の異動 
該当事項はありません。 

 
(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 
①簡便な会計処理 
該当事項はありません。 

②特有の会計処理 
該当事項はありません。 

 
(3)会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
・資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20
年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年3月31日）を適用しております。これによる損益に与える影響は軽微であります。 

・「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第1四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年3月10
日公表分）及び「持分適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20
年3月10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。これによる損益に与える影響は軽微

であります。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,331 2,167

グループ預け金 32,077 29,060

受取手形・完成工事未収入金等 58,632 76,181

未成工事支出金 24,807 16,154

その他 7,492 6,785

貸倒引当金 △10 △14

流動資産合計 125,331 130,334

固定資産   

有形固定資産 6,443 6,457

無形固定資産 145 149

投資その他の資産   

その他 14,230 14,254

貸倒引当金 △227 △233

投資その他の資産合計 14,003 14,021

固定資産合計 20,591 20,628

資産合計 145,922 150,962

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 21,213 24,680

未払法人税等 782 5,105

未成工事受入金 4,971 3,687

役員賞与引当金 78 63

完成工事補償引当金 997 1,005

工事損失引当金 54 434

その他 11,460 9,491

流動負債合計 39,558 44,468

固定負債   

退職給付引当金 26,004 25,527

役員退職慰労引当金 26 40

その他 95 99

固定負債合計 26,126 25,668

負債合計 65,685 70,136
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,876 11,876

資本剰余金 20,910 20,910

利益剰余金 47,667 48,170

自己株式 △133 △132

株主資本合計 80,319 80,824

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △25 37

為替換算調整勘定 △109 △84

評価・換算差額等合計 △134 △47

少数株主持分 52 48

純資産合計 80,237 80,825

負債純資産合計 145,922 150,962
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 20,308 18,580

売上原価 16,815 15,707

売上総利益 3,493 2,873

販売費及び一般管理費 2,528 2,499

営業利益 965 374

営業外収益   

受取利息 27 30

受取配当金 34 34

持分法による投資利益 13 －

保険配当金 － 54

為替差益 104 －

その他 29 18

営業外収益合計 208 137

営業外費用   

貸倒引当金繰入額 10 －

持分法による投資損失 － 12

為替差損 － 35

その他 7 11

営業外費用合計 18 58

経常利益 1,155 452

税金等調整前四半期純利益 1,155 452

法人税、住民税及び事業税 1,358 770

法人税等調整額 △800 △549

法人税等合計 557 220

少数株主損益調整前四半期純利益 － 232

少数株主利益 0 5

四半期純利益 596 227
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,155 452

減価償却費 172 147

有形固定資産処分損益（△は益） 1 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 526 477

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △90 △16

受取利息及び受取配当金 △61 △64

売上債権の増減額（△は増加） 11,025 17,546

未成工事支出金の増減額（△は増加） △13,088 △8,652

仕入債務の増減額（△は減少） △5,751 △3,478

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,176 1,266

工事損失引当金の増減額（△は減少） △44 △379

その他 1,634 1,904

小計 △1,339 9,199

利息及び配当金の受取額 82 87

本社移転費用の支払額 － △115

法人税等の支払額 △4,897 △5,180

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,154 3,990

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △141

定期預金の払戻による収入 － 31

グループ預け金の預入による支出 △100 △130

短期貸付けによる支出 △29 △18

有形固定資産の取得による支出 △115 △107

有形固定資産の売却による収入 2 0

長期保証金の支払による支出 △2 △1

長期保証金の返還による収入 10 6

その他 △0 41

投資活動によるキャッシュ・フロー △237 △319

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △730 △730

その他 △6 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △737 △735

現金及び現金同等物に係る換算差額 38 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,090 2,935

現金及び現金同等物の期首残高 22,739 30,554

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,649 33,489
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント〕 
前第１四半期連結累計期間（自平成21年4月１日 至 平成21年6月30日) 

「建設事業」の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年6月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 
 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年6月30日） 

 東南アジア その他アジア その他地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,464 399 1,525 3,389 
Ⅱ 連結売上高（百万円）  20,308 
Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
7.2 2.0 7.5 16.7 

（注）１ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

(1) 東南アジア  ：インドネシア、タイ、フィリピン、マレーシア、ラオス等 

(2) その他アジア ：中国、台湾、韓国、インド、アラブ首長国連邦等 

(3) その他の地域 ：エジプト、南北アメリカ、オセアニア等 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
 

〔セグメント情報〕 

①報告セグメントの概要 
当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、かつ経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。 

当社は、事業を展開する分野別に事業部門を設置し、エンジニアリング・調達・施工・試運転・調整・サービ

スまでの一貫した事業活動を行っておりますが、報告セグメントとしては共通技術・共通設備別に集約をし、「発

電システム部門」及び「社会・産業システム部門」の２つとしております。 

「発電システム部門」は、火力、水力、原子力発電設備の計画、設計、監督施工、試運転、保守等の事業を行

っております。「社会・産業システム部門」は、受変電設備、公共設備や一般産業向けの各種設備、ビル設備、

情報系事業の計画、設計、監督施工、試運転、保守等の事業を行っております。 
 
②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報〕  
当第１四半期連結累計期間（自平成 22 年 4 月１日 至平成 22 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 
 
 

発電システム部門 社会・産業システム部門 合計 

売上高 
外部顧客への売上高 

 
10,333 

 
8,247 

 
18,580 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 100 39 139 

計 10,433 8,286 18,720 
セグメント利益又は損失（△） 480 △27 452 
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③報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）〕 
                     （単位：百万円） 

利  益 金  額 
報告セグメント計  452  
四半期連結損益計算書の経常利益  452  

 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21
年 3 月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平

成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
該当事項はありません。 
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